
◆糖尿病でリスクが高まる合併症
高血糖により血管が傷つくと、そこにコレステロールが溜まって血管の壁が厚くなります。これを『動脈硬化
症』と言い、血管の弾力性が失われ血流が悪くなり、最終的には血管が詰まってしまいます。動脈硬化症は心
筋梗塞や狭心症、脳梗塞や脳出血など命にかかわる病気を引き起こす原因にもなる怖い症状です。高血圧
や高脂血症の方にも起こりますが、糖尿病の方はリスクが高まります。

糖尿病は一度発症してしまったら、症状が進行
しないように血糖値を上手にコントロールし
て、一生うまく糖尿病と付き合っていくしかあり
ません。そのためにはまず毎日の生活を見直し、
合併症を発症する前に高血糖状態を改善するこ
とが重要です。
また、治療効果を上げるためには家族の協力や
主治医・看護師・管理栄養士などの専門職と一緒
に取り組むことも大切です。充実した毎日を送
り健康寿命を延ばすためにも、自己管理を続け
ましょう。糖尿病治療の主役は『あなた自身』な
のです。

糖尿病を放置したり治療が遅れると、高血糖が原因で血管がもろくボロボロになってしまい、さまざまな合
併症が起こりやすくなります。糖尿病の本当の怖さはこの合併症にあります。

◆糖尿病特有の３大合併症
インスリンが本来の働きを失う事で血液中にあふれ出たブドウ糖は、脂肪やたんぱく質の代謝に悪影響を及
ぼします。さらに全身の臓器や組織の働きが妨げられ、毛細血管という細い血管が詰まりやすくなったり、神
経が傷つけられることにより、下記のような糖尿病特有の合併症が起こります。

◆参考：「糖尿病の人のためのおいしい食事（主婦の友社）」「専門医が直す！糖尿病（高橋書店）」［2016/7/1作成］

治療の目的

おもな合併症

心筋梗塞・狭心症 脳梗塞・脳出血

糖尿病性腎症糖尿病性腎症

網膜症 腎症 神経障害

閉塞性動脈硬化症

糖尿病とは、血糖値を下げる「インスリン」がうまく働かなくなり、慢性的に血糖値が高くなる代謝疾患で
す。放置すると全身にさまざまな影響を及ぼし、合併症を引き起こします。

血糖とは血液中に含まれるブドウ糖のことで、血糖値とは血液中に含まれるブドウ糖の量のことを言いま
す。食事をすると血糖値は高くなりますが、運動や活動によってブドウ糖がエネルギーとして消費されると血
糖値は低くなります。健康な人の場合、血糖値はインスリンやホルモンの働きにより、一定の範囲内にコント
ロールされています。そのため食事や運動をしても血糖値が極端に変動することはありません。

糖尿病はインスリン供給不全の『Ⅰ型糖尿病』とインスリン抵抗性の『Ⅱ型糖尿病』の発症が多く見られます。
また、肝疾患や遺伝子異常などの『特定の原因による糖尿病』や『妊娠糖尿病』で発症することもあります。

膵臓のインスリンを作り出す「β細胞」が何らかの原因で破壊されてし
まい、インスリン分泌がほぼゼロになってしまう病型です。
子どもや若年者に多くみられます。

インスリンの分泌が少なくなったり、働きが悪くなるために起こる病型
です。日本の糖尿病患者の約95%がⅡ型糖尿病と言われており、Ⅱ型糖
尿病は「生活習慣病」の１つです。

遺伝子の異常によるもの、肝疾患などほかの
病気や薬剤に伴って起こるものがあります。

妊娠中に初めて発見または発症した、糖尿病に
至っていない糖代謝異常のことをいいます。
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